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同
窓
会
報
「
翔
」

の
発
刊
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
九
九
九
年
に
東
海

大
一
高
と
東
海
大
工

業
高
が
統
合
さ
れ

「
東
海
大
翔
洋
高
」
に
生
ま
れ
か
わ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、そ
の
翔
洋
高
校
も
創
立
十
周
年
を
迎
え
、

昨
年
盛
大
に
十
周
年
記
念
式
典
を
執
り
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、東
海
大
一
・

東
海
大
工
の
卒
業
生
と
そ
の
保
護
者
の
皆
様
方
、

お
よ
び
翔
洋
高
校
の
卒
業
生
と
そ
の
保
護
者
の
皆

様
方
の
、
御
支
援
と
御
協
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ

と
思
う
と
、
感
謝
感
激
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た

ら
よ
い
か
と
考
え
ま
す
。
結
論
は
「
東
海
大
翔
洋

高
校
が
県
内
で
メ
ジ
ャ
ー
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

東
海
大
一
高
が
東
海
大
工
高
が
築
き
あ
げ
た
伝

統
を
礎
に
、「
さ
ら
に
上
を
目
ざ
さ
な
け
れ
ば
先

輩
達
は
、
振
り
向
い
て
く
れ
な
い
。」
と
、
生
徒

に
叱
咤
激
励
を
し
て
い
ま
す
。
野
球
部
は
甲
子
園

出
場
そ
し
て
、
全
国
制
覇
。
サ
ッ
カ
ー
部
も
国
立

競
技
場
で
校
歌
を
歌
お
う
、
ラ
グ
ビ
ー
部
は
花
園

で
感
激
的
な
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
、
柔
道
、
剣
道
は

武
道
館
で
翔
洋
の
名
前
を
電
光
掲
示
板
に
浮
び
あ

が
ら
せ
よ
う
、
陸
上
競
技
部
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

全
国
で
ご
活
躍
の

同
窓
生
の
皆
様
に
、

同
窓
会
を
代
表
し
、

ご
挨
拶
と
活
動
の
一

端
を
ご
報
告
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

昨
年
は
、
一
高
・
工
業
が
統
合
し
、
翔
洋
高

校
が
誕
生
し
て
か
ら
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
記
念
し
て
、
十
一
月
七
日
に
、
学
校
・

同
窓
会
・
翔
洋
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
共
催
に
よ
り
、

本
校
ア
リ
ー
ナ
に
お
き
ま
し
て
、
合
同
周
年
式

典
が
、
松
前
総
長
先
生
を
始
め
大
学
本
部
理
事

の
皆
様
を
お
迎
え
し
、
歴
代
の
教
職
員
Ｏ
Ｂ
・

同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
・
現
役
の
教

職
員
・
生
徒
諸
君
等
、
多
く
の
皆
様
の
ご
臨
席

を
賜
り
、盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
一
高
誕
生
か
ら
五
十
八
年
、
工
業

誕
生
か
ら
五
十
年
、
東
海
中
学
誕
生
か
ら
六
十

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
周
年
式
典
と
な
り
、
幾

多
の
変
換
を
た
ど
り
な
が
ら
、
歴
史
を
重
ね
今

日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
再
認
識
す

る
と
と
も
に
、「
天
高
く
飛
翔
」
し
、「
大
洋
」

を
航
り
ゆ
く
「
天
翔
航
」
の
輝
か
し
い
未
来
を

確
信
し
た
次
第
で
す
。

　

同
窓
会
活
動
も
、
新
た
な
節
目
を
迎
え
、
意

を
新
た
に
し
て
活
動
を
進
め
て
参
る
所
存
で
す
。

　

一
つ
目
は
、
大
学
静
岡
地
区
の
共
催
イ
ベ
ン

ト
「
園
遊
会
」
で
、
同
窓
会
の
役
割
を
、
よ
り

発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、市
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
「
港
ま
つ
り
」

に
、
他
校
同
窓
会
で
は
真
似
出
来
な
い
「
東
海

み
こ
し
」
を
続
け
、
市
民
ま
つ
り
を
更
に
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
学
校
の
建
学
祭
に
積
極
的
に
参

加
し
、「
み
こ
し
の
展
示
」
と
「
同
窓
会
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
し
、
来
場
者
に
旧
一
高
・
工
業
の
同
窓

会
名
簿
や
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
写
真
集
、
学
校
発

行
の
書
物
の
展
示
等
で
、
歴
史
や
同
窓
会
の
内

容
を
知
っ
て
頂
く
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
学
校
・
生
徒
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
を
、
よ
り
強
め
て
い
け

ま
す
よ
う
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
よ
り
多
く

の
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
も
、
幾
つ
か
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
方
の
お
力
で
一
致
団
結
し
、
そ
れ
ら
を
乗

り
越
え
、
全
国
一
の
学
校
づ
く
り
に
邁
進
し
て

選
手
を
出
そ
う
、
吹
奏
楽
部
は
全
国
大
会
金
賞

受
賞
の
常
連
校
に
な
ろ
う
、
等
々
各
部
に
頂
点

を
目
ざ
す
よ
う
に
、
そ
し
て
建
学
の
精
神
の
四
ヶ

条
を
具
現
化
し
て
、
成
人
し
た
時
に
、「
さ
す
が

翔
洋
の
卒
業
生
だ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
教
育
に
当
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
に
対
し
て
は
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
「
夢
」 

と
「
希
望
」、そ
し
て
「
勇
気
」
を
も
っ
て
「
挑
戦
」

と
い
う
言
葉
を
贈
っ
て
い
ま
す
。　
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東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
等
学
校
同
窓
会

　

会
長　
　

林
　
芳
久
仁

校
長　
　

髙
橋
　
信
由

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ぜ
ひ
、
同
窓
生
の
皆
様
の
、
ご
支
援
、
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
翔
洋
」
を
全
国
一
の
学
校
に
！

　
夢
と
希
望
、

　 

そ
し
て
勇
気
を
も
っ
て
挑
戦

新
し
い
バ
ス
の
紹
介

　

九
月
十
三
日　

東
海
大
翔
洋
生
の
部
活
動

や
登
下
校
の
た
め
に
新
し
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
、

前
照
灯
に
高
輝
度
デ
ィ
ス
チ
ャ
ー
ジ
ラ
ン

プ
、
客
室
ガ
ラ
ス
に
遮
熱
効
果
の
高
い
強
化

サ
ン
ベ
ー
ル
グ
リ
ー
ン
ガ
ラ
ス
を
装
備
す
る

な
ど
、
高
性
能
仕
様
の
バ
ス
で
す
。
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○
柔
道
部

東
海
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

男
子
個
人
戦　

久
松　

達
斗　

90
㎏
級　

優
勝

　
　
　
　
　
　
　

馬
場　

康
太　

73
㎏
級
準
優
勝

　
　
　
　
　
　
　

平
井　

亮
輔　

100
㎏
級　

出
場

　

女
子
団
体
戦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
場

　

女
子
個
人
戦　

岡
本　

愛
梨　

52
㎏
級　

３
位

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

里
穂　

57
㎏
級　

出
場

　
　
　
　
　
　
　

岩
崎　

光
希　

78
㎏
超
級
出
場

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
東
海
大
会

　
　
　
　
　
　
　

平
井　

亮
輔　

100
㎏
級
準
優
勝

○
自
転
車
競
技
部

東
海
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

ス
ク
ラ
ッ
チ　
　

大
村　

航
太　
　
　
　

４
位

　

ロ
ー
ド
レ
ー
ス　

大
村　

航
太　
　
　
　

10
位

　

ス
プ
リ
ン
ト　
　

加
藤　

智
巳　
　
　
　

出
場

　

ケ
イ
リ
ン　
　
　

杉
山　

洋
右　
　
　
　

出
場

　

３
㎞
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル
・
パ
ー
シ
ュ
ー

ト

　

ロ
ー
ド
レ
ー
ス　

望
月　

俊
佑　
　
　
　

出
場

　

２
㎞
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル
・
パ
ー
シ
ュ
ー

ト

　

ロ
ー
ド
レ
ー
ス　

鈴
木　

瑠
子　
　
　
　

出
場

　

チ
ー
ム
パ
ー
シ
ュ
ー
ト　
　
　
　
　
　
　

出
場

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

ス
ク
ラ
ッ
チ　
　

大
村　

航
太　
　
　
　

出
場

　

ロ
ー
ド
レ
ー
ス　

大
村　

航
太　
　
　
　

出
場

○
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

静
岡
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

男
子
個
人
エ
ペ　

山
田
那
津
輝　
　
　
　

優
勝

東
海
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

男
子
個
人
エ
ペ　

山
田
那
津
輝　
　
　
　

４
位

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

男
子
個
人
エ
ペ　

山
田
那
津
輝　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
出
場

○
陸
上
競
技
部

東
海
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

松
原　
　

奨　

走
り
幅
跳
び　
　
　
　
　

５
位

　

増
田　

優
太　

　
　

男
子
一
一
〇
ｍ
Ｈ
・
四
〇
〇
ｍ
Ｈ　
　

出
場

　

鈴
木　

咲
子　

二
〇
〇
ｍ
・
四
〇
〇
ｍ　

出
場

　

森
川　

美
穂　

一
〇
〇
ｍ　
　
　
　
　
　

出
場

　

薮
崎　

真
子　

一
〇
〇
ｍ　
　
　
　
　
　

出
場

　

小
林　

柊
也　

棒
高
跳
び　
　
　
　
　
　

出
場

　

４
×
四
〇
〇
ｍ
Ｒ　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
場

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

松
原　
　

奨　

走
り
幅
跳
び　
　
　
　
　

８
位

国
民
体
育
大
会

　

松
原　
　

奨　

男
子
少
年
Ｂ
走
り
幅
跳
び
優
勝

東
海
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　

小
林　

柊
也　

棒
高
跳
び　
　
　
　
　
　

優
勝

○
空
手
道
部

東
海
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

山
下
真
由
美　

少
年
女
子
個
人
形　
　
　

出
場

　

石
黒　

裕
太　

少
年
男
子
個
人
形　
　
　

出
場

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

山
下
真
由
美　

少
年
女
子
個
人
形　
　
　

出
場

○
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権
大
会

　

フ
ラ
ッ
グ
ト
ワ
ラ
ー
部
門　
　
　
　
　
　

４
位

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

　

東
海
大
会
金
賞　

十
一
年
連
続
全
国
大
会
出
場

○
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

世
界
ユ
ー
ス
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権

　

杉
林　

り
な　

優
勝　
　
　
　

Jr
日
本
新
記
録

世
界
大
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
場

○
写
真
部

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

安
藤
友
加
里　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
場

○
美
術
部

版
画
甲
子
園

　

弓
桁　

一
倖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
場

○
男
子
サ
ッ
カ
ー
部

静
岡
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　
　
　
　

優
勝

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　
　
　

ベ
ス
ト
16

○
柔
道
部

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
静
岡
県
大
会

　

男
子
団
体
戦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

優
勝

　

女
子
団
体
戦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

優
勝

東
海
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

男
子
団
体
戦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
場

　

男
子
個
人
戦　

堀
川　

達
也　

81
㎏
級
準
優
勝

　
　
　
　
　
　
　

馬
場　

康
太　

66
㎏
級　

３
位

　
　
　
　
　
　
　

平
井　

亮
輔　

100
㎏
級　

３
位

　
　
　
　
　
　
　

久
松　

達
斗　

90
㎏
級　

出
場

　

女
子
団
体
戦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

優
勝

　

女
子
個
人
戦　

土
屋　

文
香　

78
㎏
級　

優
勝

　
　
　
　
　
　
　

綾
部　

友
美　

73
㎏
級　

３
位

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

男
子
団
体
戦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
場

　

男
子
個
人
戦　

堀
川　

達
也　

81
㎏
級　

出
場

　
　
　
　
　
　
　

平
井　

亮
輔　

100
㎏
級　

出
場

　

女
子
団
体
戦　
　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
16

　

女
子
個
人
戦　

綾
部　

友
美　

78
㎏
級
３
回
戦

　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

文
香　

78
㎏
超
級
出
場

○
自
転
車
競
技
部

東
海
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

４
㎞
速
度
競
争　

志
田　

和
麿　
　
　
　

４
位

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

４
㎞
速
度
競
争　

志
田　

和
麿　
　
　
　

出
場

○
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

静
岡
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

女
子
フ
ル
ー
レ　

松
原　

加
苗　
　
　
　

優
勝

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

女
子
フ
ル
ー
レ　

松
原　

加
苗　
　
　
　

出
場

○
陸
上
競
技
部

東
海
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

鈴
木　

咲
子　

女
子
四
〇
〇
ｍ　
　
　
　

４
位

　

小
林　

柊
也　

棒
高
跳
び　
　
　
　
　
　

５
位

　

薮
崎　

真
子　

女
子
一
〇
〇
ｍ　
　
　
　

６
位

　

女
子
４
×
一
〇
〇
ｍ
Ｒ　
　
　
　
　
　
　

６
位

　

女
子
４
×
四
〇
〇
ｍ
Ｒ　
　
　
　
　
　
　

７
位

　

男
子
４
×
四
〇
〇
ｍ
Ｒ　
　
　
　
　
　
　

出
場

　

望
月　

良
修　

男
子
八
種
競
技　
　
　
　

出
場

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

小
林　

柊
也　

棒
高
跳
び　
　
　
　
　
　

出
場

　

鈴
木　

咲
子　

女
子
四
〇
〇
ｍ　
　
　
　

出
場

　

女
子
４
×
一
〇
〇
ｍ
Ｒ　
　
　
　
　
　
　

出
場

　

女
子
４
×
四
〇
〇
ｍ
Ｒ　
　
　
　
　
　
　

出
場

２
０
０
９
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
室
内
陸
上
競
技
大
会

　

薮
崎　

真
子　

女
子
六
〇
ｍ　
　
　
　

準
優
勝

東
海
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　

女
子
４
×
一
〇
〇
ｍ
Ｒ　
　
　
　
　
　
　

３
位

日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　

女
子
４
×
一
〇
〇
ｍ
Ｒ　
　
　
　
　
　
　

出
場

○
ラ
グ
ビ
ー
部

静
岡
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

優
勝　
　

十
年
連
続

全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル　
　
　

　
　
　
　
　

静
岡
県
大
会　

優
勝　
　

八
年
連
続

○
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

ミ
ス
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
チ
ー
ム
日
本
大
会
二
〇
〇
八

　

フ
ラ
ッ
グ
ト
ワ
ラ
ー
部
門　
　
　
　
　
　

４
位

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

　

東
海
大
会
金
賞　
　

十
年
連
続
全
国
大
会
出
場

○
吹
奏
楽
部

東
海
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
Ａ
編
成　
　
　
　

銀
賞

○
美
術
部

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

山
梨　

景
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
場

○
写
真
部

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

杉
山　

貴
哉
・
安
藤
友
加
里　
　
　
　
　

出
場

二
〇
〇
九
年
度
　ク
ラ
ブ
成
績
報
告

二
〇
〇
九
年
度
　ク
ラ
ブ
成
績
報
告

二
〇
〇
八
年
度
　ク
ラ
ブ
成
績
報
告

二
〇
〇
八
年
度
　ク
ラ
ブ
成
績
報
告
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●
陸
上
競
技
部
●

成
功
を
収
め
る
た
め
の
方
程
式

高
等
学
校
・
中
等
部
陸
上
競
技
部
顧
問　

菅
間
　 

友
一

　

翔
洋
高
校
に
赴
任
し
て
八
年
目
の
今
年
度
悲
願
で

あ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
そ
し
て
日
本
代
表
選
手
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
チ
ー
ム
は
非
常
に
波
に

乗
っ
て
お
り
、
全
国
か
ら
の
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
も

な
り
ま
し
た
。
多
く
の
全
国
大
会
出
場
者
・
県
大
会
上

位
入
賞
者
を
生
む
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
、
独
自
の
指

導
理
念
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
が
あ
り
ま
す
。

～
心
の
教
育
～

　

現
在
の
指
導
方
法
の
基
本
と
な
る
も
の
は
あ
る
人
物

と
出
会
い
、
高
校
生
指
導
と
い
う
の
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
か
ら
で
す
。
そ
の
人
物
は
瀧
谷
賢
司
先
生
（
奈
良

県
立
添
上
高
等
学
校
監
督
）
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
総

合
優
勝
経
験
者
で
も
あ
り
、数
多
く
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・

全
日
中
優
勝
者
を
育
て
て
き
た
瀧
谷
先
生
が
、
強
い

チ
ー
ム
作
り
と
し
て
必
要
な
こ
と
は
、「
土
台
（
基
礎
）

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
家
が
建
た
な
い
の
と
同
様
に
、
高

校
生
に
と
っ
て
学
校
生
活
が
基
礎
。
学
校
教
育
、
高
校

生
活
の
な
か
で
部
活
動
が
成
り
立
っ
て
い
る
以
上
、
競

技
力
を
支
え
る
土
台
は
人
間
教
育
、
す
な
わ
ち
心
の
教

育
に
あ
る
」
と
。
学
業
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
人
と
し
て

生
活
し
て
い
く
上
で
の
マ
ナ
ー
や
礼
儀
、
挨
拶
、
習
慣

な
ど
、
生
活
面
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
総
括
の
土
台
が
で
き

て
初
め
て
競
技
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
そ
う
し
た
考

え
の
も
と
、
添
上
高
校
で
は
徹
底
し
た
「
心
の
教
育
」

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
の
元
に
な
っ
て

い
る
も
の
は
ゲ
イ
ロ
ー
ド
の
「
勝
利
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」

で
す
。
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
上
で
土
台
に
あ
た
る

の
が
「
勤
勉
」「
友
情
」「
忠
実
」「
協
力
」「
情
熱
」
と

さ
れ
、
勉
学
や
練
習
だ
け
で
な
く
何
事
に
も
ま
じ
め
に

コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組
む
姿
勢
、
思
い
や
り
の
心
、
自
分

に
嘘
を
つ
か
な
い
信
念
、
社
会
・
集
団
の
な
か
で
助
け

合
い
の
気
持
ち
、
好
き
に
な
る
心
の
大
切
さ
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
下
地
に
肉
体
と
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
で

あ
る
「
自
己
制
御
」、
指
示
が
な
く
て
も
助
け
る
力
で

あ
る「
機
敏
」、自
ら
考
え
ら
れ
る
力「
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」、

そ
し
て
、
集
中
し
て
も
の
ご
と
に
あ
た
る
こ
と
の
で
き

る
「
熱
中
」
が
築
か
れ
る
。
そ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た

土
台
部
分
こ
そ
が
、「
心
の
教
育
」
が
担
う
部
分
で
、

こ
の
土
台
を
し
っ
か
り
築
か
な
け
れ
ば
た
だ
陸
上
の
技

術
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
を
教
え
て
も
、
な
ん
の
意
味
も

持
ち
ま
せ
ん
。
チ
ー
ム
と
し
て
の
大
き
な
目
標
を
チ
ー

ム
全
員
で
目
指
す
こ
と
。
競
技
者
だ
け
で
試
合
や
練
習

は
で
き
ま
せ
ん
。
競
技
者
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ト
レ
ー

ナ
ー
、
監
督
、
コ
ー
チ
が
各
々
の
役
割
を
こ
な
す
と
同

時
に
、
必
ず
誰
か
に
助
け
て
（
応
援
）
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
と
チ
ー

ム
で
心
掛
け
、
誰
か

ら
も
愛
さ
れ
、
誰
か

ら
も
応
援
さ
れ
る

強
い
部
活
動
を
目

指
し
て
日
々
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

翔
洋
陸
上
競
技

部
は
こ
れ
か
ら
も

も
っ
と
強
く
な
り

ま
す
。「
心
の
教
育
」

と
い
う
土
台
の
上

に
立
つ
技
術
を
学

ん
で
い
る
か
ら
こ

そ
、
本
番
で
き
っ

ち
り
力
を
発
揮
で

き
る
か
ら
で
す
。

轟
か
せ
て
き
ま
し
た
。
工
業
高
校
吹
奏
楽
部
と
合
流

し
て
12
年
目
を
迎
え
る
現
在
の
翔
洋
ブ
ラ
ス
は
、
栄

華
を
極
め
た
一
時
代
と
は
異
な
り
、
不
祥
事
続
き
で
、

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
き
ま
し

た
。
と
は
言
っ
て
も
部
員
た
ち
は
「
常
に
前
向
き
」

に
音
楽
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
夏
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
A
編
成
55
名
編
成
の

部
に
28
名
で
参
加
。
審
査
員
が
ど
う
評
価
す
る
か
前

例
の
な
い
ほ
ど
の
極
少
人
数
で
の
戦
い
。
部
員
も
そ

う
で
あ
っ
た
が
私
自
身
も
ど
こ
ま
で
勝
ち
進
む
こ
と

が
出
来
る
か
想
像
出
来
な
い
状
況
で
し
た
。
県
大
会

で
悲
願
の
金
賞
。
ダ
メ
金
で
し
た
が
、
部
員
た
ち
の

眼
に
は
感
動
の
涙
が
溢
れ
ん
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
を

記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
「
翔
洋
ブ
ラ
ス
は
や
る
ね
ぇ
」
と
声
を
掛
け
て
く

れ
る
多
く
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
も
、
新
し
い
音
楽
づ

く
り
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ズ
を
中
心
と
し
た

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
編
成
で
は
、
現
役
＋
Ｏ
Ｂ
の
協
力
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
い
い
音
楽
を
す
る
た
め
に
は

何
事
に
も
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
だ
っ

て
、
た
と
え
10
人
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
A
編
成
で

出
場
し
ま
す
。
常
に
前

向
き
で
あ
り
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
12
月
23

日
の
定
期
演
奏
会
は
、

そ
ん
な
「
新
し
い
翔
洋

ブ
ラ
ス
」
を
披
露
す
る

演
奏
会
に
な
り
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来

場
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

●
吹
奏
楽
部
●

翔
洋
サ
ウ
ン
ド
を
紡
ぎ
出
せ

音
楽
監
督　

塚
本
　
伸
一

　

東
一
ブ
ラ
ス
と
し
て
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
た
吹
奏
楽

部
は
、
今
年
創
部
50
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
半
世
紀

の
間
に
は
、
全
国
大
会
と
名
の
つ
く
コ
ン
ク
ー
ル
等

へ
40
回
以
上
出
場
し
た
り
、
ど
派
手
な
演
出
を
伴
っ

た
演
奏
会
が
好
評
だ
っ
た
り
と
、
全
国
に
そ
の
名
を

ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
学
ん
だ
こ
と

２
年
６
組　

松
原
　
奨
（
静
岡
東
中
出
身
）

　

ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
、
初
の
世
界
大
会

を
経
験
し
、
僕
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
長

期
遠
征
と
な
り
、
試
合
の
予
選
と
決
勝
の
間
に
日
が

空
い
た
の
で
、
食
事
、
体
調
な
ど
の
管
理
を
自
分
で

や
る
こ
と
が
と
に
か
く
一
番
大
変
で
し
た
。
試
合
に

つ
い
て
は
、
や
り
慣
れ
て
い
な
い
会
場
、
気
候
、
雰

囲
気
に
正
直
、
少
し
不
安
な
気
持
ち
の
自
分
が
い
ま

し
た
。し
か
し
、

普
段
か
ら
そ
れ

よ
り
も
楽
し
む

気
持
ち
を
忘
れ

な
い
で
試
合
に

挑
む
よ
う
に
し

て
き
た
の
で
、

不
安
な
気
持
ち

も
試
合
中
は
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
優
勝
を

狙
っ
て
い
た
の
で
、
二
位
と
い
う
結
果
に
満
足
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
試
合
で
勝
負
強
さ

を
見
せ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
、
面
白
い
試
合
展
開
が

で
き
た
こ
と
は
成
長
で
も
あ
り
、
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
や
は
り
、
世
界
大
会
な
だ
け
あ
っ
て
観
客
の

声
援
も
、
そ
こ
ら
の
大
会
と
は
比
べ
も
の
に
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
ん
な
に
楽
し
め
る
試
合
は
め
っ
た

に
あ
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
な
と
、
改
め
て
世
界
大
会
の

凄
さ
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

学
ん
だ
こ
と
は
決
し
て
試
合
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
同
じ
日
本
の
仲
間
と
長
期
間
過
ご
し
た
こ
と
に

よ
り
、
試
合
の
挑
み
方
、
生
活
な
ど
を
た
く
さ
ん
参

考
に
で
き
ま
し
た
。
世
界
中
の
人
々
が
集
ま
っ
た
の

で
、
た
く
さ
ん
交
流
す
る
機
会
が
あ
り
、
片
言
で
あ

り
な
が
ら
も
英
会
話
を
し
、
多
国
の
人
々
と
自
分
た

ち
日
本
と
の
繋
が
り
を
と
て
も
実
感
で
き
ま
し
た
。

こ
の
試
合
は
単
に
試
合
で
勝
ち
負
け
を
決
め
る
た
め

に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
国
と
の
交
流
を
深

め
る
の
が
目
的
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

こ
う
い
う
試
合
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
多
く
の
人
に

感
謝
し
、
是
非
ま
た
参
加
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
日
々
努
力
し
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

部
活
動
紹
介

部
活
動
紹
介
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学
校
行
事

学
校
行
事

四
月

　

中
・
高
合
同
入
学
式

　

一
年
生
宿
泊
訓
練
（
山
の
村
）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
後
援
会
総
会

五
月

　

建
学
の
地
美
化
運
動
・
生
徒
総
会

　

薬
学
講
座

六
月

　

前
期
中
間
試
験

　

演
劇
教
室

　

公
開
授
業

　

七
月

　

 

二
年
生
沖
縄
研

修
旅
行
（
平
和

学
習
）

　

運
動
部
壮
行
会

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

八
月

　

学
園
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
評
議
員
会
（
地
区
会
）

九
月

　

前
期
期
末
試
験

　

防
災
訓
練

　

前
期
終
業
式

十
月

　

地
区
会
・
ク
ラ
ス
懇
談
会

　

体
育
祭
（
草
薙
陸
上
競
技
場
）・
建
学
祭

　

弁
論
大
会
・
六
六
．
六
㎞
踏
破

　

十
一
月

　

建
学
記
念
式
典

　

生
徒
会
役
員
選
挙

　

後
期
中
間
試
験

　

十
二
月

　

特
進
ハ
ワ
イ
研
修
旅
行

　

バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

吹
奏
楽
定
期
演
奏
会

一
月

　

新
年
式
（
全
校
集
会
）

　

三
年
小
論
文
模
試
・
卒
業
試
験

　

推
薦
入
学
試
験

二
月

　

入
学
試
験

　

三
年
生
を
送
る
会

三
月

　

同
窓
会
ク
ラ
ブ
表
彰
・
入
会
式

　

卒
業
式
・
修
了
式
・
離
任
式
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退
職
後
、
早
く
も
十
一

年
程
歳
月
が
過
ぎ
た
。
今

は
、
何
一
つ
生
産
的
、
向

上
性
も
な
く
日
々
の
流
れ

に
添
っ
て
過
ご
し
て
い

る
。
折
戸
キ
ャ
ン
バ
ス
の

そ
ば
に
住
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
生
徒
の
登
下
校
、

行
き
交
う
様
子
を
眺
め
、現
職
時
代
の
生
徒
達
の
こ
と
、

自
分
の
高
校
時
代
の
こ
と
な
ど
重
ね
、
過
ぎ
し
日
々
を

振
り
返
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
、
社
会
、
家
庭
構
造
な

ど
想
い
、
後
悔
先
に
立
た
な
い
が
、
若
い
人
達
を
羨
ま

し
く
思
う
。
気
は
若
い
積
も
り
だ
が
老
境
を
何
と
か
過

ご
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
数
多
く
の「
思
い
出
」

も
あ
る
が
、
工
高
、
一
高
の
卒
業
生
が
時
折
顔
を
出
し

て
く
れ
る
。
大
変
嬉
し
い
。
其
は
さ
て
お
き
。

　

私
は
、
学
生
時
代
を
終
え
、
都
内
の
Ｓ
大
付
高
校
に

五
年
程
勤
務
、
そ
の
頃
、
東
海
大
学
の
知
人
の
お
誘
い

紹
介
を
戴
き
、
昭
三
十
七
年
、
当
時
学
務
局
長
牧
野
不

二
雄
先
生
、
松
前
重
義
理
事
長
・
学
長
の
面
接
を
経
て

工
業
高
校
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
輩
の
同
窓
生
は
ご
存
知
の
通
り
、
校
舎
は
三
保
、

一
高
の
裏
側
に
続
く
平
屋
で
長
屋
を
思
わ
せ
る
仮
校

舎
。
同
年
八
月
全
教
職
員
、
全
生
徒
、
ご
父
兄
の
協
力

で
、
暑
い
中
二
日
掛
か
り
で
折
戸
に
移
転
。
旧
東
京
商

船
大
学
跡
の
危
険
が
伴
う
よ
う
な
場
所
も
あ
る
木
造
校

舎
で
あ
っ
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
な
く
校
舎
前
（
現
海
洋

学
部
事
務
棟
）の
広
場
を
使
用
。
三
角
ベ
ー
ス
の
野
球
、

ソ
フ
ト
が
主
流
だ
っ
た
。正
直
驚
き
の
連
続
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
昭
三
十
八
年
十
月
、
念
願

4

4

の
「
Ｙ
字
型
校

舎
」
本
館
で
あ
る
一
号
館
が
落
成
。
周
囲
か
ら
羨
望
の

的
と
な
り
話
題
を
集
め
た
。
前
後
し
て
諸
施
設
も
順
次

完
成
を
み
た
。

　

過
日
、
六
月
二
十
日
「
Ｙ
字
校
舎
お
別
れ
の
会
」
な

る
案
内
を
翔
洋
高
同
窓
会
よ
り
届
き
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
時
折
小
雨
（
涙
雨
）
も
あ
っ
た
が
、
同
窓
生

の
皆
さ
ん
、
旧
教
職
員
の
方
々
が
参
集
お
話
す
る
機
会

が
で
き
嬉
し
く
思
っ
た
。

　

法
人
と
し
て
静
岡
地
区
再
計
画
等
あ
っ
て
の
こ
と
だ

が
、
卒
業
生
や
教
職
員
共
に
過
ご
し
た
学ま

な
び
や舎
を
想
う
と

な
ん
と
も
言
え
な
い
感
慨
が
脳
裏
を
か
す
め
た
。
三
保

の
仮
校
舎
だ
け
で
卒
業
し
た
一
期
生
、
折
戸
へ
移
っ
た

が
新
校
舎
に
入
ら
ず
卒
業
し
た
生
徒
。
そ
し
て
、
学
校

設
立
を
願
っ
て
尽
力
し
た
地
元
の
方
々
、
推
進
し
た
大

学
側
や
ご
父
兄
、
払
い
下
げ
や
土
地
問
題
等
々
筆
舌
に

尽
く
し
が
た
い
難
題
解
決
に
努
力
さ
れ
た
関
係
者
。
生

徒
を
指
導
さ
れ
た
現
場
の
先
生
方
等
皆
さ
ん
、
多
大
な

ご
苦
労
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
と
思
う
。

　

同
窓
会
林
芳
久
仁
会
長
の
も
と
、
よ
り
多
く
の
会
員

が
参
加
し
、
一
層
団
結
前
進
、
活
発
な
活
動
に
感
謝
を

申
し
上
げ
、
拙
い
文
を
閉
じ
ま
す
。

■
進
路
状
況
■
■
■
■
■
■
■
■

　

本
校
の
進
路
指
導
は
東
海
大
学
学
園
の
一

貫
教
育
シ
ス
テ
ム
を
活
か
し
、
東
海
大
学
へ

の
推
薦
入
学
80
％
以
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、

国
公
立
大
学
や
私
立
他
大
学
へ
の
進
学
、
留

学
な
ど
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
希
望
に
合
わ

せ
た
進
路
指
導
と
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

二
〇
〇
九
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況
は
大

学
進
学
85.0
％
（
東
海
大
学
67.0
％
）、
就
職

（
6.6
％
）、専
門
学
校
（
6.4
％
）、そ
の
他
（
2.0
％
）

で
し
た
。

〈
東
海
大
学
〉

文
学
部
（
38
）、
観
光
学
部
（
10
）、
政
治
経

済
学
部
（
12
）
総
合
経
営
学
部
、法
学
部
（
９
）、

教
養
学
部
（
６
）、
国
際
文
化
学
部
（
２
）、

理
学
部
、情
報
通
信
学
部（
10
）、工
学
部（
31
）、

産
業
工
学
部
、
生
物
理
工
学
部
、
農
学
部
、

体
育
学
部
（
13
）、
医
学
部
（
２
）、
健
康
科

学
部
（
２
）、
海
洋
学
部
（
26
）

〈
東
海
大
学
短
期
大
学
部
（
静
岡
）〉（
24
）

〈
ハ
ワ
イ
東
海
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
レ
ッ
ジ
〉（
２
）

〈
東
海
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
〉（
１
）

〈
他
大
学
〉

東
京
学
芸
大
学
、
静
岡
大
学
（
２
）、
静
岡
県

立
大
学
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
、
都
留
文
科

大
学
、
福
井
大
学
、
室
蘭
工
業
大
学
、
北
海

道
医
療
大
学
、
国
際
武
道
大
学
（
４
）、
青
山

学
院
大
学
、
法
政
大
学
、
明
治
大
学
、
中
央

大
学
、
東
京
理
科
大
学
、
日
本
大
学
（
２
）、

拓
殖
大
学
（
２
）、明
治
薬
科
大
学
、淑
徳
大
学
、

明
海
大
学
、
武
蔵
野
音
楽
大
学
、
洗
足
学
園

音
楽
大
学
（
２
）、
東
京
造
形
大
学
、
芝
浦
工

業
大
学
、
桜
美
林
大
学
、
神
田
外
語
大
学
、

神
奈
川
大
学
、
産
業
能
率
大
学
、
山
梨
学
院

大
学
、金
沢
工
業
大
学
、常
葉
学
園
大
学
（
４
）、

静
岡
福
祉
大
学
（
４
）、
静
岡
産
業
大
学
、
浜

松
大
学
、
愛
知
学
院
大
学
、
中
京
大
学
、
岐

阜
経
済
大
学
（
３
）、
近
畿
大
学
、
大
阪
学
院

大
学
（
３
）、
阪
南
大
学
、
神
戸
国
際
大
学
、

放
送
大
学
、
上
海
外
国
語
大
学
、
静
岡
県
立

大
学
短
期
大
学
部
、
横
浜
創
英
短
期
大
学
、

常
葉
大
学
短
期
大
学

〈
専
門
学
校
〉

大
宮
国
際
動
物
専
門
学
校
、
東
京
医
薬
専
門

学
校
、
日
本
工
学
院
専
門
学
校
（
２
）、
東
京

ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ビ
ジ
ネ
ス
、
横
浜
カ
レ
ッ
ジ

専
門
学
校
（
２
）、
神
奈
川
衛
生
学
園
専
門
学

校
、
中
央
調
理
製
菓
専
門
学
校
静
岡
校
、
静

岡
県
理
容
美
容
専
門
学
校
、
大
原
法
律
公
務

員
専
門
学
校
静
岡
校
、
大
原
簿
記
情
報
医
療

専
門
学
校
静
岡
校
、
静
岡
工
科
自
動
車
大
学

校
、
静
岡
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
、
静
岡
福
祉

医
療
専
門
学
校
、
東
海
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
専
門
学
校
、
東
京
法
律
専
門
学
校
名
古
屋

校
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

〈
就
職
〉

丸
長
鍍
金
、TSU

BA
K
I

、
日
野
自
動
車
、
大

工
養
成
所
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
扇
閣
、

伊
藤
園
、
八
代
不
動
産
、
静
岡
県
警
察
官
、

岐
阜
県
消
防
官
、
岐
阜
市
福
富
医
院
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
ト
ー
ク
イ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

静
岡
市
立
清
水
川
原
保
育
園
、
東
海
ヒ
ュ
ー

マ
ン
リ
ソ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
シ
ェ
ル
ド

マ
リ
美
養
ス
ク
ー
ル
、
堀
池
鉄
筋

恩
師
の
た
よ
り

恩
師
の
た
よ
り

「
Ｙ
字
校
舎
」
に
想
う

髙
橋
　
嗣
男
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七
月
二
十
四
日
（
土
）
三
保
文
化
ラ
ン
ド
、
海
洋
博

物
館
前
に
お
い
て
、
約
六
千
人
が
集
い
、
猛
暑
の
中
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

翔
洋
高
校
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
部
に
よ
る
演
舞
、
港
か
っ
ぽ
れ
、
矢
倉
太
鼓
、
大

道
芸
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
そ
し
て
大
抽
選
会
が
行
わ

れ
、
暑
さ
に
負
け
な
い
力
強
い
催
し
に
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が

巻
き
お
こ
り

ま
し
た
。

　

我
が
同
窓

会
は
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
を
担
当

し
、
か
き
氷

と
ヨ
ー
ヨ
ー

つ
り
を
行
い

ま
し
た
。
会

員
の
皆
様
か

ら
ご
提
供
頂

い
た
品
々
を
、

全
て
買
っ
て
頂
き
、
ま
た
翔
洋
同
窓
会
と
し
て
売
上
金

を
清
水
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
静
岡
新
聞
社
「
愛
の
都

市
訪
問
」
へ
と
寄
附
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様

方
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

六
月
二
十
日

（
日
）、
同
窓
会
総
会

に
引
き
続
き
、
愛
称

Ｙ
字
校
舎
・
一
号
館

の
玄
関
前
広
場
に
会

場
を
移
し
、
正
午
か

ら
「
お
別
れ
会
」
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
東

海
大
学
甲
府
高
校
理

　

記
録
的
な
猛
暑
だ
っ
た
今
年
の
夏
。
恒
例
の
み
な
と

祭
り
同
窓
会
御
神
輿
が
清
水
マ
リ
ン
パ
ー
ク
を
練
り

回
っ
た
。
髙
橋
校
長
・
千
葉
副
校
長
の
法
被
姿
と
百
余

名
の
会
員
の
参

加
が
あ
っ
た
。

熟
年
会
員
の
担

ぎ
手
に
若
い
多

く
の
力
量
も
加

わ
っ
た
。
昼
食

を
は
さ
ん
で
午

後
ま
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
発
散

さ
せ
、
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、

会
の
発
展
と
会

員
の
益
々
の
ご

健
勝
を
祈
願
い

た
し
、
来
年
の

御
神
輿
に
繋
ぎ

た
い
。

  

清
水
み
な
と
祭
り
同
窓
会
御
神
輿

実
行
委
員
長
　
鈴
木
　
善
久

  
園
　
遊
　
会

川
村
　
恭
史

事
長
の
遠
藤
先
生
を
は
じ
め
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、

同
窓
生
、
現
旧
教
職
員
な
ど
多
く
の
関
係
者
が
集
い

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
工
業
高
校
時
代
や
Ｙ
字
校
舎
に
つ
い
て

語
り
合
い
、
思
い
思
い
の
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

し
た
。
祝
宴
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
吹
奏
楽
部
員

が
、
途
中
か
ら
降
り
出
し
た
雨
を
も
の
と
も
せ
ず
、

熱
演
し
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｙ
字
校
舎
は
一
九
六
三
年
十
月
に
完
成
し
、
工
業

高
校
三
十
六
年
、
翔
洋
高
校
十
一
年
、
通
算
四
十
七

年
間
の
長
き
に
亘
り
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
そ
の
勇
姿
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
役
目
を
終
え
年
明
け

に
解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
人
そ
れ
ぞ
れ
の
馳
せ
る
想
い
を
乗
せ
、
和
や
か

な
裡
に
お
別
れ
会
の
幕
は
下
り
ま
し
た
。

同
窓
会
活
動
報
告

Ｙ
字
校
舎
お
別
れ
会

て
キ
ャ
ン
セ
ル
と

な
り
、
甲
府
役
員

皆
様
方
の
ご
苦
労

を
思
い
出
し
な
が

ら
会
報
を
書
い
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
連
合
同

窓
会
が
発
足
し

三
十
五
年
の
記
念

大
会
と
な
り
九
月

十
八
、十
九
日
に

か
け
て
相
模
高
校

の
お
世
話
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
自
動
車
で
、

小
澤
副
会
長
は
じ

め
役
員
六
名
と
事

務
局
か
ら
は
山
田

先
生
の
七
名
の
メ

ン
バ
ー
で
参
加
し

ま
し
た
。
受
付
会

場
は
高
輪
キ
ャ
ン

パ
ス
で
会
長
会

議
、
総
会
で
は
次
回
開
催
校
（
翔
洋
高
校
）
も
決
議
さ

れ
、
特
別
講
演
（
内
木
文
英
先
生
）
で
は
「
創
始
者
松

前
重
義
先
生
と
私
」
に
つ
い
て
面
白
、
可
笑
し
く
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。
横
浜
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
式
典

で
は
、
夜
景
も
素
晴
ら
し
く
各
高
校
同
士
の
親
睦
も
深

め
合
い
、
前
校
長
の
小
坂
先
生
と
も
お
会
い
し
楽
し
い

一
時
で
し
た
。

　

翌
日
は
相
模
高
校
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
見
学
、

卒
業
し
五
〇
才
で
学
校
に
里
帰
り
す
る
式
典
で
、
現
在

十
一
校
中
五
校
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
昼
食
は
横
浜
中

華
街
（
同
發
別
館
）
で
中
華
料
理
を
頂
き
な
が
ら
、
小

澤
副
会
長
が
次
回
開
催
校
の
挨
拶
と
皆
様
の
多
数
参
加

を
呼
び
掛
け
、
五
本
締
で
第
三
十
五
回
連
合
同
窓
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。

　

相
模
高
校
同
窓
会
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
次
回
連
合
同
窓
会
で
は
見
て
き
た
事
を
参
考

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
初
め
て
連
合
同
窓
会
に
参
加
し
た
の
は
、
十
九

年
前
の
平
成
四
年
第
十
六
回
甲
府
高
校
の
開
催
で
し

た
。
翌
朝
に
松
前
重
義
総
長
の
訃
報
が
入
り
予
定
は
全

  
第
三
十
五
回
連
合
同
窓
会

　
　
　
　
　
　（
相
模
高
校
）

同
窓
会
常
任
幹
事
　
藤
浪
　
弘
行
　

第35回東海大学高等学校連合同窓会記念大会　2010年９月18〜19日
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平
成
20
年
２
月
〜
３
月

平
成
20
年
度
一
般
会
計

【
一
高
】

第
5
期（
昭
和
31
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会計帳簿、証憑等を精査した結果、正確かつ妥当であると認めます。
　　2010年４月22日　　　

科　　　　目 決　算　額 備　　　　　　　　考
事 務 費 0
会 議 費 130,370 同窓会総会、役員会等
交 通 費 165,620 連合同窓会交通費等
通 信 費 8,000 切手代
印 刷 費 0
補 助 費 0
広 報 費 51,500 新聞広告代、連合同窓会広報誌費
事 業 費 521,128 園遊会経費、建学祭経費、港みこしまつり経費
慶 弔 費 27,500 周年記念式典花輪等
諸 会 費 180,000 同窓会年会費、連合同窓会参加費、新年式等
寄 付 金 100,000 周年記念式典祝儀
雑 費 30,180 食事代、振込手数料等
次 年 度 繰 越 金 10,731,506
合 計 11,945,804

支出の部

科　　　　目 決　算　額 備　　　　　　　　考
会 費 1,747,520 3年生入会金1,740,000（290名×6,000円）、

会費7,520円
雑 収 入 50,742 園遊会売上金、普通預金利息等
前 年 度 繰 越 金 10,147,542
合 計 11,945,804

収入の部

2009年度  東海大学付属翔洋高等学校同窓会　決算書
2010年３月31日

会計帳簿、証憑等を精査した結果、正確かつ妥当であると認めます。
　　2009年４月16日　　　

科　　　　目 決　算　額 備　　　　　　　　考
事 務 費 9,114 クリアブック、腕章
会 議 費 309,074 同窓会総会、役員会等
交 通 費 67,593 連合同窓会交通費等
通 信 費 21,780 総会案内切手代等
印 刷 費 0
補 助 費 265,000 部活動奨励費、ラグビー全国大会激励費
広 報 費 92,000 富士地区吹奏楽特別演奏会、広報誌「こち」、

ラグビー全国大会広告掲載料
事 業 費 575,254 園遊会経費、建学祭経費、港みこしまつり経費、

卒業記念品（235,200円）等
慶 弔 費 29,568 弔電、生花等
諸 会 費 221,000 同窓会年会費、連合同窓会参加費、新年式等
雑 費 18,940 振込手数料等
次 年 度 繰 越 金 10,147,542
合 計 11,756,865

支出の部

科　　　　目 決　算　額 備　　　　　　　　考
会 費 1,834,120 3年生入会金1,488,000（248名×6,000円）、

会費346,120円
雑 収 入 132,455 園遊会売上金、普通預金利息等
前 年 度 繰 越 金 9,790,290
合 計 11,756,865

収入の部
2008年度  東海大学付属翔洋高等学校同窓会　決算書

2009年３月31日
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（
旧
）
一
高
、（
旧
）
工
業
の
兄
弟
高
が
一
緒

に
な
り
翔
洋
高
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て

十
周
年
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
又
、
会

報
誌
も
五
号
を
発
刊
す
る
事
が
出
来
、
こ
れ
も

ひ
と
え
に
生
徒
及
び
後
援
会
、
同
窓
会
の
皆
様

方
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
感
謝
で
す
。
又
来

年
の
連
合
同
窓
会
は
翔
洋
高
校
で
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
皆
様
方
の
増
々
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
今
後
、
同
窓
会
活
動
を
皆
様

方
と
一
緒
に
進
め
て
行
き
会
報
誌
を
交
流
の
場

に
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
ご
意
見
、
ご
希
望
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

会
報
委
員
会
一
同

編

集

後

記

同
窓
会
報
告

同
窓
会
報
告

同
窓
会
報
告

同
窓
会
報
告

同
窓
会
報
告

同
窓
会
報
告

　

東
海
大
工
第
十
一
期
生

　
　
　
　
　
　
　
同
窓
会
報
告

十
一
期
電
気
科
幹
事

　

二
〇
一
〇
年
二
月
十
三

日
静
岡
「
花
蔦
鳳
月
」
に

て
、
三
回
目
と
な
る
東
海

大
学
工
業
高
校
第
十
一
期

生
同
窓
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
当
日
は
お
忙
し

い
中
、
杉
本
先
生
、
渡
辺

先
生
、
伊
藤
先
生
が
出
席

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

先
生
方
は
大
変
お
元
気
で

懐
か
し
い
お
話
を
聞
か
せ

て
頂
く
事
が
で
き
ま
し

た
。

　

懇
親
会
で
は
、
大
工
の

懐
か
し
い
Ｖ
Ｔ
Ｒ
や
当
時

の
新
聞
記
事
を
話
題
に
旧

交
を
温
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
恒
例
に
な
っ

て
い
る
橋
本
君
の
三
本
締
め
と
杉
山
君
の
エ
ー
ル
で
盛

り
上
が
っ
た
会
も
終
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
も
恩
師
の
先
生
方
を
お
招
き
し
、
楽
し
い
一
時

を
過
ご
す
会
を
計
画
し
ま
す
の
で
、
同
窓
生
の
多
数
の

出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
お
手
伝
い
頂
き
ま
し
た

機
械
科
の
皆
様
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
報
告

同
窓
会
報
告

　

東
海
大
学
第
一
高
等
学
校

　
　
　
昭
和
四
十
一
年
度
卒

　
　
　
　
　
我
が
ク
ラ
ス
の
同
級
会

藁
科
　
公
介

　

卒
業
を
し
て
四
十
五
年
、
我
々
の
ク
ラ
ス
は
卒
業
時

に
四
十
八
人
、
途
中
二
人
の
仲
間
が
他
界
し
て
い
る
。

還
暦
を
迎
え
ク
ラ
ス
全
員
で
同
級
会
を
行
う
事
に
な
っ

た
。
還
暦
は
一
つ
の
節
目
、
以
前
何
回
か
少
人
数
で
の

同
級
会
を
行
っ
て
い
る
が
、
ク
ラ
ス
全
員
に
声
を
か
け

て
の
同
級
会
は
初
め
て
で
あ
っ
た
の
で
は
？
其
々
定
年

を
迎
え
第
二
の
人
生
の
門

出
を
祝
い
昔
の
仲
間
と
童

心
に
帰
っ
て
楽
し
み
た
い

と
皆
さ
ん
思
っ
て
い
た
に

違
い
な
い
と
思
う
。
渡
辺

貢
先
生
に
も
参
加
を
お
願

い
し
二
十
四
人
が
集
ま
っ

た
。
其
々
四
十
二
年
経
っ

て
顔
を
合
わ
せ
た
人
が
多

か
っ
た
が
顔
と
名
前
が
合

わ
な
い
人
が
何
人
か
居
た
。

話
を
し
だ
す
と
、
皆
昔
の

面
影
が
浮
か
ぶ
。
昔
を
思
い
出
し
楽
し
い
一
夜
を
過
ご

す
事
が
出
来
た
。
二
年
に
一
度
ク
ラ
ス
会
を
開
く
事
に

皆
さ
ん
賛
成
を
し
、
今
年
四
月
に
熱
海
で
泊
ま
り
の
同

級
会
を
開
く
事
が
出
来
た
。「
う
た
ゆ
の
宿
」
参
加
者

は
渡
辺
貢
先
生
を
含
め
十
六
人
。
今
回
は
泊
ま
り
と
云

う
事
で
少
し
参
加
者
が
減
っ
た
が
、
其
々
気
心
の
知
れ

た
仲
間
、
二
年
前
の
ク
ラ
ス
会
よ
り
飲
ん
で
も
帰
ら
な

く
て
良
い
事
も
あ
っ
て
、
飲
ん
で
歌
っ
て
大
い
に
は

し
ゃ
い
で
、
特
に
孫
の
話
も
話
題
で
あ
っ
た
。
学
生
時

代
の
話
も
弾
み
気
が
付
い
た
ら
夜
中
の
十
二
時
を
回
る

ほ
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
、
ク
ラ
ス
会
で
あ
っ
た
。

　

幹
事
を
務
め
て
く
れ
た
脇
田
君
・
山
崎
君
に
は
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
次
の
会
は
平
成
二
十
四
年
で
す
。

宜
し
く
。

　

東
海
大
学
工
業
高
等
学
校

　
　
二
十
七
期
小
規
模
同
窓
会
報
告

　
　
　
　
　
　
東
海
大
学
工
業
高
校

二
十
七
期
卒
業
有
志
一
同

　

高
校
を
卒
業
し
て
二
十
年
以
上
の
月
日
を
迎
え
日

ご
ろ
か
ら
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
仲
間
で
小
規
模

な
同
窓
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
思
っ
て
い
た
以
上
の
人
数
が
集
ま
り
驚

き
ま
し
た
が
、
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
に
当
時
の
記
憶
を

思
い
起
こ
し
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
で

き
ま
し
た
。

　

当
時
よ
く
遊
ん
だ
仲
間
は
、
相
も
変
わ
ら
ず
で
…
全

く
話
さ
な
か
っ
た
人
も
な
ぜ
か
懐
か
し
く
…
気
付
け
ば

み
ん
な
当
時
の
や
ん
ち
ゃ
な
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

卒
業
後
社
会
に
出
て
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
ん
な
経
験
を

し
、
背
負
う
物
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
み
ん
な
あ

の
時
の
ま
ま
ノ
リ
も
変
わ
ら
ず
、唯
一
大
き
く
変
わ
っ

た
事
と
言
え
ば
男
臭
さ
か
ら
、お
や
じ
臭
さ
に
変
わ
っ

た
事
で
し
ょ
う
か
（
笑
）

次
回
　
同
窓
会
の
ご
案
内

　

大
成
功
だ
っ
た
？
今
回
に
気
を
良
く
し
ま
し
て
、
次

回
は
大
規
模
に
二
十
七

期
の
同
窓
会
を
行
う
事

に
し
よ
う
か
と
思
い
ま

す
。
詳
細
は
ま
だ
で
す

が
来
年
秋
頃
、
皆
様
に

ご
連
絡
出
来
る
様
に
調

整
を
行
っ
て
い
き
ま
す

が
、
協
力
し
て
頂
く
事

が
出
来
た
ら
心
強
い
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
は

是
非
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 「ようこそ先輩」で宝井駿之介師匠来校

同窓会事務局　山田芳平

　［熱翔］をテーマにした第12回建学祭が23・24の両
日行われた。同窓会は毎年展示部門に参加し、アルバム
や記念誌などの資料を展示している。今年の建学祭では
例年生徒会が行っていた「ようこそ先輩」を同窓会が東
海大一高卒業の講談師宝井駿之介師匠を迎えて行った。
　宝井駿之介師匠は田辺一鶴師匠に師事し田辺駿之介と
して活躍していたが、昨年一鶴師匠が亡くなったため、
今は一鶴師匠の弟弟子の宝井琴梅門下となり真打昇進に
向け活動をしている。今回は張り扇を手に講談師は落語
家に比べ人数の少ないことや落語と講談の違い、一鶴師
匠の修業の裏話などをユーモアたっぷりに話した。また、
講談では三方原合戦をテーマにした「三方ヶ原軍記」や
田辺一鶴師匠の「東京オリンピック」の一節も披露した。
　なお、今年も展示会場では来場者に無料コーヒーを振
る舞い、「愛の都市訪問」に寄付するためのチャリティー
募金も行った。


